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［巻頭メッセージ］ 
「獣の刻印」 

by エレミヤ 
 
今回は「獣の刻印」として、このことを見て

いきましょう。黙示録は終末の日に多くの人々

が獣の刻印を付けられることを語ります。以下

の通りです。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:16 

13:16 また、小さい者にも、大きい者にも、富んでい

る者にも、貧しい者にも、自由人にも、奴隷にも、す

べての人々にその右の手かその額かに、刻印を受

けさせた。 

 

 ここで、獣の刻印を付けられる人々が出てきま

すが、これらの人々は我々の理解では、クリス

チャンです。クリスチャンが背教のゆえに最後

は獣の刻印を付けられるようになる、という恐

るべき未来を聖書は預言しているように思えま

す。このことを見ていきたいと思うのです。 

 

 この黙示録１３章を見ていきましょう。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:7 

13:7 彼はまた聖徒たちに戦いをいどんで打ち勝つ

ことが許され、また、あらゆる部族、民族、国語、国

民を支配する権威を与えられた。 

彼、すなわち獣の国アメリカは聖徒、すなわ

ちクリスチャンたちと戦い、その戦いに勝利を

得ることが許されるようになります。すなわち

正義が勝つのではなく、悪が勝つようになるの

です。 

 

なぜこのように理不尽なことが終末の日に許

されるのでしょうか？その理由は教会の、また

クリスチャンの背教のゆえ、不従順のゆえであ

ることを知りましょう。ですので、私たちは終

末に関して、自分の希望や理想や建前ではなく、

また、教え込まれた教理でもなく、しかし書か

れたみことばに従って理解することを求めまし

ょう。 

 

ここでは終末の日に、聖徒たちが最後には獣

の国に勝利を得ると書かれているのではなく、

しかし獣の国が聖徒たちに戦いを挑んで打ち勝

つと書かれています。裏返せば、クリスチャン

も教会も獣の国の画策に敗れ、その教理も、教

えも、大事な信仰も皆奪われ、崩されていくこ

とが書かれているのです。悲しいですが、そう

書かれているなら、そう理解しなければならな

いのです。 

 

このことは残念ですが、しかし歴史を振り返

れば妥当です。かつての主の初降臨の日におい

て、旧約の神の民は神のひとり子を殺し、十字

架に付け、その冒涜のゆえにエルサレムは敵の

軍、ローマ軍と戦い、彼らに倒され、宮は崩壊
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しました。たとえ、彼らユダヤ人が神の民であっ

ても、この戦いの日に、ローマに勝利を得るこ

とはできなかったのです。主の再臨の日におい

ても、同じことが繰り返されると理解するのが

正しいでしょう。主の再臨の日、新約の神の民

は聖霊なる方を追い出し、ソドムやエジプトと

なった教会の中で十字架に付けます。その冒涜

のゆえ、新約の神の宮である教会は崩壊し、そ

の教会の土台の教えは崩されます。土台である

預言者や使徒、さらに隅のかしら石であるキリ

ストの教えさえ、教会から取り除かれるように

なるのです。そうです。獣の国のキリスト教壊

滅の作戦にまんまと倒され、教会は崩壊してし

まうのです。 

 

そして、このことに関連してあまり書きたく

はないのですが、しかしはっきり語らないとい

けない一つのことがある、と私は思っています。

それは何かと言うと、かつて旧約の神の民の裁

きとして、神の民の中心地エルサレムが異邦の

民、ローマに攻撃されたとき、その時、生き残

った神の民は皆無だったことです。一人残さず

殺されてしまった、このことです。 

 

同じことは新約の神の民の歴史の終わり、反

キリストが教会の土台を崩すとき、繰り返され

ると思われます。何を言っているのか？と言う

と、その日、背教の教会にとどまり、なおかつ

命を得る人は、恐らく皆無となるでしょう。背

教の教会にとどまる人はすべて永遠の命を失う

ようになる、そう理解できるのです。 

 

それで私たちはその日、主の言われたように

「山へ逃げる」こと、すなわち地下教会へ逃れ

ることを考慮すべきなのです。かつての日、ロ

ーマによるエルサレム攻撃の日、この背教の都

にとどまらず、主のことば通り、「山へ逃げ

た」クリスチャンは自らの命を救いました。同

じように終末の日、背教の教会にとどまらず、

この教会から逃れる者は永遠の命を救います。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:11 

13:11 また、私は見た。もう一匹の獣が地から上って

来た。それには小羊のような二本の角があり、竜の

ようにものを言った。 

 

この「もう一匹の獣」は何か？と言うと、「小羊

のような」との表現で理解できますように、小羊

キリストに従うはずのキリスト教会のことです。

「二本の角」は、キリスト教会の２大勢力、カト

リックとプロテスタントです。その日、全世界

の教会は背教に入り、神の前には獣と見なされ

るようになります。教会は獣の国アメリカの圧

倒的な権威と圧迫の下で獣や竜、サタンの意志

を行うようになるのです。その中で背教のクリ

スチャンは獣の刻印を押され、永遠の命を失う

ようになります。そのことこそが、この黙示録

１３章の骨子であり、最も大事なメッセージで

す。 

 

「竜のようにものを言った。」 

 

その日、公の教会は背教化し、キリストの代

言者というより、竜、サタンの意向を語るよう

になります。サタンは嘘つきですが、その日、

獣化した教会も聖書にはない嘘をつくようにな

るのでしょう。 

 

いわく、性的マイノリティの権利を無視して

はいけない、教会は同性愛を受入れるべきであ

る。いわく、他の宗教への配慮をしなければな

らない、自分のところだけに唯一の救いがある、

キリストのみに救いがある、などとの排他的な

教えは良くない、などと言うのでしょう。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:12 

13:12 この獣は、最初の獣が持っているすべての権

威をその獣の前で働かせた。また、地と地に住む

人々に、致命的な傷の直った最初の獣を拝ませた。 

 

 「この獣は、最初の獣が持っているすべての権威

をその獣の前で働かせた。」とは、どういう意味

か？と言うと、獣となったキリスト教会は、あ

らゆる獣教理をクリスチャンに受入れさせるべ

く、最初の獣、すなわちアメリカの権威を最大

限に利用する、という意味合いです。ですので、

アメリカによる恫喝、強制、法律の下で、あら

ゆる獣教理がキリスト教会の中で強制されるよ

うになるのでしょう。 

 

「致命的な傷の直った最初の獣」とは、アメリカ

のことです。ですから、ここで語られているの

は、人間を崇拝しろ、と書かれているのではな

く、国を崇拝することが書かれているのです。 
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ここでは、反キリストのことなど書かれていま

せん。よく文脈を読まなければなりません。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:13 

3:13 また、人々の前で、火を天から地に降らせるよ

うな大きなしるしを行なった。 

 

天から地に降らされる火とは、ペンテコステ

の日のことを思い出せば理解できると思います。

その日、天からの火、すなわち聖霊がそれぞれ

の人の上に下りました。同じような意味合いで 

この日、天から火が下ります。しかしそれは、

聖霊ならぬ、悪霊の火です。しるしと不思議の

霊でクリスチャンを惑わすわけなのです。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:14 

13:14 また、あの獣の前で行なうことを許されたしる

しをもって地上に住む人々を惑わし、剣の傷を受け

ながらもなお生き返ったあの獣の像を造るように、地

上に住む人々に命じた。 

 

 その日、獣となった教会において、しるしと不

思議が行われます。「あの獣の前で行なうことを許

されたしるし」とはどういう意味合いかと言うと、

獣の国公認のしるしや不思議のことを言います。

勿論その日、獣の国アメリカは聖霊の器など、

公認しません。逆に、ベニーヒンを始めとした

悪霊の器は公認されるでしょう。 

 

獣の像（image）とは何かと言うと、これこそ

反キリストをあらわす表現なのです。反キリス

トはご存知のように人間です。そして反キリス

トとは、サタンが「人となられたキリスト」に

対抗して立てる人間なのです。キリストは人で

あられ、また、目に見えない神の形（image）で

す。目に見えない神は、目に見えるキリストと

いう人を通してご自身をあらわされています。

同じ意味合いで、反キリストという人間は獣の

国を体現、象徴するような人となります。 

 

ですので、反キリストとは、サタンがクリス

チャンを惑わし、キリストへの信仰を失わせ、

獣の刻印を受けるべく、特別に「クリスチャン

向けに」用意された人物なのです。そのターゲ

ットは未信者ではなく、明確にクリスチャンに

向けられ、永遠の命に向けられているのです。 

そして、なぜこの日、反キリストという人が

現れるのかと言うと、それはキリストという人

を意識したもの、キリストに対抗したものとな

るのです。反キリストは獣を操るサタンのあら

ゆる傲慢、冒涜、高ぶりを体現する人となりま

す。彼はキリストに対抗し、自分に対してキリ

スト以上の尊敬、信仰、献身を教会のクリスチ

ャンに求めるようになります。それはサタンの

願いそのものです。 

 

「あの獣の像を造るように、地上に住む人々に命じ

た。」 

 

「像を造る」とのことばには、たとえが使われて

います。言わんとしていること、語られている

ことは、その日背教の教会、クリスチャンは、

反キリストを「自ら」自分の手で推薦し、選び、

教会の神として建てる、ということです。旧約

聖書で書かれている偶像崇拝とは、旧約の神の

民が木や石を削り、「自ら」偶像を作り、設置

するものです。同じ意味合いで、反キリスト礼

拝の重要な点は、それが形としては「民が自ら

選んだ」という形がとられることです。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:15 

13:15 それから、その獣の像に息を吹き込んで、獣

の像がもの言うことさえもできるようにし、また、その

獣の像を拝まない者をみな殺させた。 

 

獣の像、すなわち反キリストは教会の中で、

ものを語り、キリストのように語るようになり

ます。そして、反キリストという個人を礼拝す

ることが教会の中で強要され、拝まない者は皆

殺されます。したがって我々は、このような日

まで背教の教会にとどまるべきではないのです。

公の教会を出て仮庵、すなわち地下教会に入る

ことが正しい道なのです。 

 

 
アメリカの同性婚カップル 
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〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:16 

13:16 また、小さい者にも、大きい者にも、富んでい

る者にも、貧しい者にも、自由人にも、奴隷にも、す

べての人々にその右の手かその額かに、刻印を受

けさせた。 

 

ここでは、教会のすべての人に獣の刻印を受

けさせたことが書かれています。この刻印はク

リスチャンをターゲットとしたものです。また

以下の神と神の民との契約を意識し、対抗して

用意されたものです。 

 

〔聖書箇所〕申命記11:18 

11:18 あなたがたは、私のこのことばを心とたましい

に刻みつけ、それをしるしとして手に結びつけ、記章

として額の上に置きなさい。 

 

この箇所はモーセが十戒を受け、神のことば

を受ける箇所です。そのとき、神はその神のこ

とばを「手に結びつけ、記章として額の上に置く」こ

とを命じたのです。すなわち、神の民がその神

と契約を結ぶとき、手と額が関係してくるので

す。 

 

そして反キリストの刻印が右手か額に付けら

れる、というとき、明らかにこの神との契約を

意識し、対抗したものとなるのです。もっとは

っきり言うなら、この獣の刻印はクリスチャン

の最も大事なもの、神との間に交わされる永遠

の命の契約にターゲットを向けているのです。

具体的にはこの獣の刻印を受ける者は皆、神と

の永遠の命の契約が破棄され、永遠の滅びに定

められるようになるのです。以下のように書か

れています。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 14:9-11 

14:9 また、第三の、別の御使いも、彼らに続いてや

って来て、大声で言った。「もし、だれでも、獣とその

像を拝み、自分の額か手かに刻印を受けるなら、 

14:10 そのような者は、神の怒りの杯に混ぜ物なし

に注がれた神の怒りのぶどう酒を飲む。また、聖な

る御使いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦しめら

れる。  

14:11 そして、彼らの苦しみの煙は、永遠にまでも立

ち上る。獣とその像とを拝む者、まただれでも獣の名

の刻印を受ける者は、昼も夜も休みを得ない。 

 

ここに「だれでも獣の名の刻印を受ける者は、昼

も夜も休みを得ない。」と書かれていますように、

獣の刻印を受ける者は永遠に休みを受けず、永

遠の滅びに入るのです。よくよくこのことを理

解しなければなりません。 

 

この日はダニエル書に書かれた一週の契約

（７年の契約）の一環であり、ダニエル書に「彼

は一週の間、多くのものと固い契約を結ぶ」と書か

れた期間の具体的な記述です。 

 

その日、背教の神の民はキリストとの契約を

破棄し、反キリストと堅い契約を結び、その契

約の証として、獣の刻印まで受けるようになる

のです。ダニエル書に預言された「その終わりま

で戦いが続いて、荒廃が定められている。」（ダニエ

ル書９章２６節）とは、まさにこのことを表現して

いるのです。恐るべき壊滅、崩壊が、キリスト

教会の歴史の最後に預言されていることを正し

く正しく理解しなければなりません。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:17 

13:17 また、その刻印、すなわち、あの獣の名、また

はその名の数字を持っている者以外は、だれも、買

うことも、売ることもできないようにした。 

 

売り買いということばには、たとえが使われ

ています。それは「贖い」（買い取るという意

味がある）と関係しており、教会における救い

や贖いと関係しています。ですので、ここで語

られていることはこういうことです。獣のしる

しを受けた者以外、救いや贖いなどに関わる大

事な奉仕に関与できない、ということです。し

たがってこの背教の教会から、真のキリストの

救いや贖いを受ける人は皆無となるでしょう。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:18 

13:18 ここに知恵がある。思慮ある者はその獣の数

字を数えなさい。その数字は人間をさしているからで

ある。その数字は六百六十六である。 

 

その反キリストなる個人の数字は定められて

います。それは、「６６６」です。ですので、

恐らくですが、名前のアルファベットの数字合

計が６６６となる人が反キリストになる、と思

われます。そんな風に反キリストとは誰か？と

いうヒントがここで与えられているわけです。 
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結論として、この黙示録１３章も終末の日にお

ける、教会の徹底的な背教、荒廃、壊滅を語っ

ているのです。 

 

再度繰り返して語りますが、終末の日の大き

なポイントは非常に残念ですが、教会が背教し

てしまうこと、そうであるがゆえに背教の教会

が徹底的に荒廃してしまうことなのです。結果

クリスチャンにとって、最も大事な事柄、救い

も永遠の命も神との永遠の命の契約も皆奪い去

られ、教会は破壊されてしまうのです。すなわ

ち神への祈りの宮としての教会が徹底的に破壊

され、一つの石も他の石の上に残らなくなるこ

と、このことがポイントなのです。 

 

そして、その背教を推進させるもの、荒廃さ

せるものは聖書によれば獣であり、具体的には

獣の国アメリカであることを知りましょう。以

下のようにも書かれています。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 13:6 

13:6 そこで、彼はその口を開いて、神に対するけが

しごとを言い始めた。すなわち、神の御名と、その幕

屋、すなわち、天に住む者たちをののしった。 

 

この獣の国アメリカは、いずれ神の御名をの

のしるようになります。いいえ、このことは今

アメリカで既に行われつつあります。アメリカ

では公共の場で神に祈ったり、聖書のことばを

公に表示したりすることが非難されつつありま

す。たとえば学校の昼食時、神への感謝の祈り

をする子どもを教師が咎めたり、叱責したりし

ます。 

 

また、自分の経営する喫茶店にみことばを掲

げるクリスチャン店主が非難されたりしていま

す。このアメリカの獣的傾向はいずれ拡大し、

全世界に及ぶでしょう。そしていずれ、「竜を拝

む」と書かれたように、全地は神でなく竜、サタ

ン礼拝を行うようになるのでしょう。 

 

  

「その幕屋、すなわち、天に住む者たちをののしっ

た。」 

 

「幕屋」とは、神を宿すものとしてクリスチャ

ンを指す表現です。また、「天に住む者たち」とは、

別に天の天使のことを語っているのでなく、

「天的なクリスチャン」を指す表現です。すな

わちその日、獣の国アメリカ主導で正しいクリ

スチャンを非難する世論やブームが大きく起き

てくるようになります。みことばに従うクリス

チャンを偏狭な原理主義者だとか、カルトだと

か非難する声が世界中で大きく広まるようにな

ります。 

 

今すでにアメリカでは、路傍伝道を行うクリ

スチャンが逮捕されたりしています。また、聖

書に基づき、同性愛や中絶に反対する人々が逮

捕されたりしています。彼らはアメリカという

国により違法であると判断され、有罪にされて

いるのです。まことにアメリカは獣の国の本領

を発揮しています。このような正しいクリスチ

ャンを非難するムーブメントは、さらにさらに

アメリカにおいて大きくなっていくのでしょう。

そしていずれ全世界に広がるでしょう。このよ

うな時こそ、「ここに聖徒の忍耐と信仰がある。」と

書かれた時であり、私たちの信仰が試され、真

に主に忠実な者とそうでない者とが区分される

日なのです。聖書は終末の日に、「艱難前に挙

げられるから何の忍耐も必要はない」と語って

いるのではなく、「ここに聖徒の忍耐と信仰があ

る。」（ヨハネの黙示録１３章１０節）と艱難時代を通

ること、その時における忍耐を語っているので

す。惑わされてはいけません。 

 

 
聖書の殺すなとの教えに従い、中絶反対（pro life）の

デモを行い、アメリカの警察に逮捕されたクリスチャン

高校生 
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今回も礼拝のメッセージで学んだことについ

て話をしたいと思います。「契約」ということ

ばに関して、とても大事なポイントを語られて

いましたので、よろしければお読みください。

以下、エレミヤ牧師によるメッセージです。 
 
〔聖書箇所〕詩篇 105:10,11 
105:10 主はヤコブのためにそれをおきてとして立て、

イスラエルに対する永遠の契約とされた。 

105:11 そのとき主は仰せられた。「わたしはあなた

がたの相続地としてあなたに、カナンの地を与え

る。」 

 
１０節の「永遠の契約」ということばについて

見てみたいと思います。一般的に「契約」とは、

お互いの条件を全うして成り立つものです。た

とえば家を借りるというときに、大家さんのほ

うで条件を出して、私たちがそれをのんで家賃

を払うなら、家を貸してもらえます。また、ア

ブラハムは新約のクリスチャンの型でもありま

す。ゆえに「わたしはあなたがたの相続地とし

てあなたに、カナンの地を与える。」という祝

福が私たちにもあります。ただし、「これを守

りなさい！」というものがあります。 

 
そして、１１節では「祝福」について書かれて

います。「相続地」とは、「天の御国の約束」

のことです。そして私たちはアブラハムの子孫

なので、「契約（天の御国を相続する）」が結

ばれていることになっています。しかし「契

約」は守ってなんぼのものです。 

 
「契約」に関して、たとえばこういう話を聞い

たことがあります。ある人が無理な契約をして

しまって、一日か二日家賃を滞納したそうです。

そうしたところ、管理人さんに鍵を取り替えら

れてしまい、家の中に入れなくなったそうです。

それと同じように、私たちが契約を守らないと、

「天の御国」に入れない可能性があるのです。

それではどんな契約を守るべきなのか？につい

て見ていきたいと思います。 

 

〔聖書箇所〕創世記 17:7‐11,14 

17:7 わたしは、わたしの契約を、わたしとあなたとの

間に、そしてあなたの後のあなたの子孫との間に、

代々にわたる永遠の契約として立てる。わたしがあ

なたの神、あなたの後の子孫の神となるためである。 

17:8 わたしは、あなたが滞在している地、すなわち

カナンの全土を、あなたとあなたの後のあなたの子

孫に永遠の所有として与える。わたしは、彼らの神と

なる。」 

17:9 ついで、神はアブラハムに仰せられた。「あな

たは、あなたの後のあなたの子孫とともに、代々に

わたり、わたしの契約を守らなければならない。 

17:10 次のことが、わたしとあなたがたと、またあな

たの後のあなたの子孫との間で、あなたがたが守る

べきわたしの契約である。あなたがたの中のすべて

の男子は割礼を受けなさい。 

17:11 あなたがたは、あなたがたの包皮の肉を切り

捨てなさい。それが、わたしとあなたがたの間の契

約のしるしである。 

17:14 包皮の肉を切り捨てられていない無割礼の男、

そのような者は、その民から断ち切られなければな

らない。わたしの契約を破ったのである。」 

 

少しずつ見ていきましょう。 

 

17:7 わたしは、わたしの契約を、わたしとあなたとの

間に、そしてあなたの後のあなたの子孫との間に、

代々にわたる永遠の契約として立てる。わたしがあ

なたの神、あなたの後の子孫の神となるためである。 

 

ここでも、「契約」ということばが出てきます。

「そしてあなたの後のあなたの子孫との間に、

代々にわたる永遠の契約として立てる」とあり

ますように、のちの新約のクリスチャンとも結

んでいる、ということを言われています。 

 

17:8 わたしは、あなたが滞在している地、すなわち

カナンの全土を、あなたとあなたの後のあなたの子

孫に永遠の所有として与える。わたしは、彼らの神と

なる。」 

 

このことは、天の都、天の約束の地を受ける、

という契約について言われています。けれども

「契約」は、ギブ＆テイクなので、守らないと

入るベき所に入れません。 

 
17:9 ついで、神はアブラハムに仰せられた。「あな

たは、あなたの後のあなたの子孫とともに、代々に

わたり、わたしの契約を守らなければならない。 

 
ここでも、「契約」を守ることについて、繰り 
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返し語られています。そしてアブラハムだけを

見ずに、私たちとも結ばれたということを見て

いきたいと思います。 

 

17:10 次のことが、わたしとあなたがたと、またあな

たの後のあなたの子孫との間で、あなたがたが守る

べきわたしの契約である。あなたがたの中のすべて

の男子は割礼を受けなさい。 

 
「割礼」を受けることにポイントがあります。

ちなみに「肉の割礼」というのがあり、それは

男性の体の一部を切り取ることですが、しかし

男女に関係無く、「心の割礼」というものがあ

ります。 

 
17:11 あなたがたは、あなたがたの包皮の肉を切り

捨てなさい。それが、わたしとあなたがたの間の契

約のしるしである。 

 
「割礼」とは、クリスチャンとして、肉を切り

取ることです。 

 
17:14 包皮の肉を切り捨てられていない無割礼の男、

そのような者は、その民から断ち切られなければな

らない。わたしの契約を破ったのである。」 

 
もし、「心の割礼」を受けないなら、「クリス

チャン」として見なされないので、「約束」は

「無効」となる、ということを言われています。

ゆえに約束の地、すなわち天の御国に入るため

には「心の割礼」を受けるか否かがポイントと

なります。つまり私たちが唯一守らなければな

らないのは、「肉を切り取る」ことです。それ

に関して不完全ではダメです。クリスチャン生

活をしていく中で神が強調されているのは、自

分の肉が切り取られていくか？ということです。 

 
そうなんです。神が出している条件はたったひ

とつだけで、「肉」が切り取られているかどう

か？ということです。クリスチャンであっても、

ある人は割礼がきちんと行われません。しかし

それでは「天の御国」を受け継げない可能性が

あります。しかし「肉」が明確に切り取られる

なら、楽々「天の御国」に入るでしょう。「天

の御国」を相続するかどうかのポイント＝

「肉」が切り取られるかどうか？ということで

す。ゆえに「肉」に従ったクリスチャン生活は、

「危ない」と言えます。 

今回の要点をまとめます。約束の地に入るため

の契約は、たったひとつだけです。「割礼を守

れ！」というのが、神が私たちに要求している

たったひとつの契約です。そしてこれはすべて

のクリスチャンに関わることです。しかも男女

に関係無く、皆受けるべきものです。また、神

が言われている「割礼」とは、「心の割礼」の

ことです。ゆえにここでの結論は、「心の割

礼」を受けるならクリスチャンとして入るべき

所に入る、という風に神さまから認められる、

ということです。そして「心の割礼」とは、

「肉を切り離す」ことです。 

 

また、「肉」はしつこく、なかなか切り取られ

ないということも理解しましょう。それゆえに

「心の割礼」はある意味、一生の課題とも言え

ます。そして唯一神さまが要求しているのが

「心の割礼」だけです。けれどもとても大事な

事柄で、神さまはこのことに非常にこだわりを

持っておられるので、ゆえにこのことを心に留

めていきたいと思います。たしかに、なかなか

切り取られないのも事実ではありますが、しか

しその方向へ向かっていきたいと思います。そ

してどんなに霊的なクリスチャンであっても、

これは 後まで課題となります。そういう意味

合いで、「心の割礼」は、生涯にわたって受け

続けていくものなのかも知れません。また、聖

霊によって歩んでいくのを妨害するのは、

「肉」だということを正しく理解しておくのも

大事なことです。 

 

 以上のことを語られていたのですが、私個人

としては、かなり大事なことなのでは？と思い

ましたので紹介させていただきました。もし、

そうかもしれないなぁ、なんて思われましたら、

ぜひ実践していきましょう。今回も大切なこと

を語ってくださった神さまに感謝します。 
 

 
「肉」が切り取られるなら、キリストに受け入れられ、 

天の御国を相続する 
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●エレミヤの新刊 「天皇家は万世一系のダビデ王朝の末裔である！」 
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●レムナントキリスト教会「日曜礼拝」のご案内 
 

曜日/時間:毎週日曜日 午前 10:30－12:30 

午後 14:00－16:00 

場所:東京都京王線府中駅前、府中グリーンプラザ本館 

（tel:042－360－3311） 

１Ｆのエレベーター脇の部屋表示板で、 

「レムナントキリスト教会」の部屋をご確認ください。 

どなたでも来会歓迎、入場無料です。 
 

礼拝場所のＵＲＬ: http://www.fuchu－cpf.or.jp/green/access/map_02.html 
 

★教会のＨＰもあります。 

ご興味のある方は、“Yahoo！Japan”で、「府中 レムナントキリスト教会」で検索ください。 

尚、レムナントキリスト教会はプロテスタントの教会です。ものみの塔や統一教会とは関係ありません。 
 

☆クリスチャンの方におすすめのサイト:エレミヤの部屋 

http://www.geocities.co.jp/Technopolis/6810/ 
☆クリスチャンになったばかりの方やノンクリスチャンの方におすすめのサイト:オリーブ＆ミルトス

http://remnantnotudoi.jimdo.com/ 

定価:\1,500＋消費税 ※注文を御希望の方は、以下へご連絡下さい。 

警告の角笛出版 tel:042－364－2327 fax:020－4623－5255 

mail:truth216@nifty.com 


